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講
演
会
「
風
景
画
の
東
西
」

　

展
覧
会
開
催
を
記
念
し
て
、
宮
下
規
久
朗
氏
連
続
講
演
会
「
風

景
画
の
東
西
」が
８
月
27
日（
土
） 

、28
日（
日
）の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
「
西
洋
の
風
景
画
の
成
立
と
展
開
」
と
題
し
て
、
古

代
か
ら
現
代
に
い
た
る
風
景
表
現
の
う
つ
り
か
わ
り
に
つ
い
て
、

世
界
の
名
画
の
数
々
を
た
ど
り
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
洋
で
は
東
洋
の
山
水
画
と
は
異
な
り
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
風

景
画
が
成
立
し
た
の
は
17
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
と
最
近
の
こ
と
で

あ
っ
た
こ
と
を
意
外
に
感
じ
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
長
ら
く
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
キ
リ
ス
ト
教
の
美
術
が

発
展
し
た
西
洋
で
は
、
人
が
描
か
れ
な
い
純
粋
な
風
景
画
が
描
か

れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
話
を

伺
う
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
実
感
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
の
大
画
面
の
風
景
画
の
よ
う
に
、

な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
画
家

た
ち
の
作
品
を
見
る
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
「
東
洋
の
自
然

表
現
」
に
つ
い
て
、
中
国
の

山
水
画
の
巨
匠
た
ち
の
作
品

を
紹
介
し
、
中
国
か
ら
日
本

へ
も
た
ら
さ
れ
た
山
水
画
の

展
開
に
つ
い
て
、
こ
の
度
の

展
覧
会
出
品
作
を
中
心
に
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
近
代
以
降
の
日
本
の
風

宮下氏講演会より

会場の様子

宮下氏講演会より

景
画
に
つ
い
て
、
西
洋
の

風
景
画
が
日
本
で
受
容
さ

れ
、
発
展
し
て
い
く
過
程

を
た
ど
り
ま
し
た
。
こ
ち

ら
も
、 

私
た
ち
が
今
日
身

近
に
描
く
風
景
画
や 

、

展
覧
会
で
も
よ
く
目
に
す

る
山
水
画
の
日
本
で
の
う

つ
り
か
わ
り
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
、 

貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
展
覧
会
の
来
館
者
の
皆
様
か
ら
、「
江
戸
時
代
を
は
じ

め
と
し
た
名
品
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
と
く
に
人
気
を
集
め
た
の
が
狩
野
芳

崖
《
馬
関
真
景
図
巻
》（
個
人
蔵
、
下
関
市
立
美
術
館
寄
託
）
と
高

橋
由
一
の《
琴
平
山
遠
望
図
》

（
金
刀
比
羅
宮
）
で
し
た
。

講
演
会
で
も
話
さ
れ
た
よ
う

に
、
風
景
画
は
見
る
も
の
を

別
の
世
界
に
誘
う
、
私
た
ち

に
と
っ
て
も
っ
と
も
身
近
で

魅
力
的
な
美
術
で
あ
る
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
（
学
芸
員　

藪
田 

淳
子
）

　
　
　
　

開催報告
 

会
期
：
２
０
２
２
年
８
月
20
日
㊏
～
10
月
16
日
㊐

特
別
展 山

水
画
と
風
景
画
の
あ
い
だ―

真
景
図
の
近
代



The greatest among Beardsley’s gifts was
his power of assimilating every in�uence
and yet retaining, nay developing, his
own peculiar individuality.
John Rothenstein

主
催
：
下
関
市
立
美
術
館
、読
売
新
聞
社
、Ｋ
Ｒ
Ｙ
山
口
放
送　

協
賛
：
や
ま
ぐ
ち
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

観
覧
料
：
一
般
１
，
０
０
０
円（
８
０
０
円
）／
大
学
生
８
０
０
円（
６
４
０
円
）　※

（　

）内
は
、20
名
以
上
の
団
体
料
金　

※

18
歳
以
下
の
方

　
　
　
　

お
よ
び
高
等
学
校
、中
等
教
育
学
校
、特
別
支
援
学
校
に
在
学
の
生
徒
は
無
料　

※

下
関
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
は
半
額　

11/19（土）
→　1/29（日)

20
22

20
23

休館日：月曜日（祝日の１月９日は開館）、
年末年始（12月27日～１月3日）

オーブリー・ヴィンセント・ビアズリー
Aubrey Vincent Beardsley (1872-98）

イングランド南部ブライトンの生まれ。ほぼ独学で美術を学
び、日本の浮世絵の影響も受けながら、独自の様式を確立
した。オスカー・ワイルドの戯曲『サロメ』の挿絵をはじめ、
彼の作品には退廃的かつ官能的な雰囲気が満ちており、ビク
トリア朝のイギリス社会に賛否両論を巻き起こした。美術主
任を務めた『イエロー・ブック』のイラストも大評判となるが、
ワイルドのスキャンダルに巻き込まれ、同誌から追放された。
晩年は体調の悪化と戦いながら質の高い創作を続けたが、
結核により療養先の南仏マントンで没した。

全く新しい描き方と構図を思いつきました。
日本を連想させますが、完全に日本風という訳ではありません。
…主題はかなり狂っていて、少々卑猥です。

ビ
ア
ズ
リ
ー
と
19
世
紀
末
美
術

　

22
歳
の
ビ
ア
ズ
リ
ー
が
手
掛
け
た
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ

ル
ド
の
戯
曲
『
サ
ロ
メ
』
の
挿
絵
。
官
能
性
と
死
の
テ
ー

マ
が
織
り
な
す
イ
メ
ー
ジ
は
、
発
表
さ
れ
る
や
大
評
判
と

な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
画
期
的
な
の
は
、
そ
の
挿
絵
が

物
語
の
場
面
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
と

等
価
な
絵
画
世
界
と
し
て
展
開
す
る
も
の
だ
っ
た
点
に
あ

り
ま
す
。
戯
曲
の
舞
台
は
聖

書
時
代
の
古
代
パ
レ
ス
チ
ナ
。

し
か
し
、挿
絵
の
中
に
は「
黒

い
ケ
ー
プ
」
や
「
サ
ロ
メ
の

化
粧
」
の
よ
う
に
、
物
語
と

の
関
連
が
ほ
と
ん
ど
見
い
だ

せ
な
い
シ
ー
ン
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
主
人
公
サ
ロ
メ
の

姿
は
、
シ
ー
ン
ご
と
に
変
化
し
、
一
定
し
ま
せ
ん
。
明
ら

か
に
ワ
イ
ル
ド
と
分
か
る
戯
画
が
度
々
登
場
し
、
19
世
紀

の
読
者
が
眉
を
ひ
そ
め
る
よ
う
な
性
的
な
モ
チ
ー
フ
も
紛

れ
込
ん
で
い
ま
し
た
。
繊
細
で
切
れ
の
良
い
線
描
と
、
時

に
余
白
を
大
き
く
取
っ
た
大
胆
な
構
図
は
、
多
く
を
日
本

の
浮
世
絵
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
が
、
ビ
ア
ズ
リ
ー
は
そ
れ

を
独
自
の
表
現
に
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

展
示
は
『
サ
ロ
メ
』
の
ほ
か
、
画
家
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ

た『
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
』創
刊
号
、初
期
の
作
風
を
示
す『
ア
ー

サ
ー
王
の
死
』、
美
術
主
任
を
務
め
た
雑
誌
『
イ
エ
ロ
ー
・

ブ
ッ
ク
』、『
サ
ヴ
ォ
イ
』
な
ど
を
集
め
て
、
ビ
ア
ズ
リ
ー

の
創
作
を
紹
介
し
ま
す
。
ビ
ア
ズ
リ
ー
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
与
え
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派

の
出
版
物
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

　
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
へ
の
波
及

　

曲
線
を
多
用
し
た
装
飾
的
な
様
式
で
、
ビ
ア
ズ
リ
ー
と

ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
表
現
は
軌
を
一
に
す
る
と
も
言
え

ま
す
。
印
刷
技
術
の
発
展
を
受
け
て
、
大
判
で
多
色
刷
り

　

の
リ
ト
グ
ラ
フ
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
が
作
ら
れ
、
大
い
に

　

普
及
し
ま
し
た
。
生
前
の
ビ
ア
ズ
リ
ー
に
関
心
を
寄
せ

　

て
い
た
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ

　

の
ビ
ア
ズ
リ
ー
こ
と
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
な
ど
の
同
時
代
の

　

作
家
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
作

　

家
ミ
ュ
シ
ャ
の
作
品
は
、
華
や
か
さ
の
背
後
に
潜
む
神

　

秘
性
や
象
徴
性
に
目
を
留
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

19
世
紀
末
が
好
ん
だ
女
性
像
に
、「
フ
ァ
ム
・
フ
ァ

　
　
　
タ
ル
（
運
命
の
女
）」
が
あ
り
ま
す
。
男
性
を
破
滅

　
　
　
　
　
　

さ
せ
る
魔
性
の
女
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
サ
ロ

　
　
　
　
　
　

メ
は
ま
さ
に
そ
の
典
型
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
現
実
の
社
会
に
は
、
仕
事
を
持
ち
、
同
伴
者

な
し
に
出
歩
く
「
進
歩
的
な
」
女
性
た
ち
が
登
場
し
ま
し

た
。
例
え
ば
ビ
ア
ズ
リ
ー
が
『
イ
エ
ロ
ー
・
ブ
ッ
ク
』
で

描
い
た
パ
ー
テ
ィ
ー
に
興
じ
る
女
た
ち
は
、「
新
し
い
女
」

の
典
型
に
見
え
ま
す
。
女
性
を
巡
る
多
義
的
な
イ
メ
ー
ジ

に
注
目
し
ま
す
。

日
本
の
近
代
画
家
た
ち
の
世
紀
末
美
術
受
容

　

西
洋
美
術
の
受
容
期
に
あ
っ
た
日
本
の
美
術
家
た
ち
が
、

同
時
代
の
西
洋
美
術
か
ら
受
け
た
イ
ン
パ
ク
ト
も
見
逃
せ

ま
せ
ん
。
藤
島
武
二
や
青
木
繁
の
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様

式
や
象
徴
主
義
、
橋
口
五
葉
や
和
田
英
作
、
竹
久
夢
二
の

装
幀
デ
ザ
イ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。
美
術
文
芸
雑
誌『
白
樺
』

は
、
初
期
に
ビ
ア
ズ
リ
ー
特
集
を
組
み
（
１
巻
３
号
〔
１

９
１
０
年
〕
な
ど
）、
日
本
に
ビ
ア
ズ
リ
ー
を
伝
え
る
上

で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。『
白
樺
』
を
通
し
て

西
洋
美
術
に
触
れ
た
岸
田
劉
生
や
、雑
誌
『
明
星
』
や
『
方

寸
』、『
月
映
』
に
関
わ
る
画
家
た
ち
の
作
品
・
資
料
か
ら
、

日
本
の
近
代
美
術
が
ビ
ア
ズ
リ
ー
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の

に
迫
り
ま
す
。　
　
　
　
　

主
任
（
学
芸
員
）
渡
邉
祐
子

作
品
・
資
料
点
数　
ビ
ア
ズ
リ
ー
：『
サ
ロ
メ
』
挿
絵
17

葉※

を
含
む
、
約
25
点
／
全
体
：
約
２
０
０
点 

※

会
期
中
一
部
展
示
替
え
あ
り
。

作品画像（上・左より）：アンリ・ド・
トゥールーズ＝ロートレック《ディ
ヴァン・ジャポネ》1892年、アルフォ
ンス・ミュシャ《ジョブ》1898年、橋
口五葉《はがき絵「花の香をかぐ女」》
1905年頃   鹿児島市立美術館蔵、藤森
静雄《亡びゆく肉（『月映』Ⅳ所収）》
1915年  福岡市美術館蔵、藤島武二《『み
だれ髪』（鳳〔与謝野〕晶子著）》表紙 
1901年  かごしま近代文学館蔵、青木
繁《女（しおり）》1904年  個人蔵（久
留米市美術館寄託）

※所蔵元表記なしは下関
市立美術館蔵

I struck for myself an entirely new method of 
drawing and composition, something suggestive
of Japan, but not really japonesque … 
The subjects were quite mad and a li�le indecent.

作品画像（上より）：オーブリー・ビアズリー
『サロメ』挿絵より《ダンサーの報酬》、《クラ
イマックス》いずれも1894年   熊本県立美術
館蔵､オーブリー・ビアズリー『イエロー・ブッ
ク』第 1号表紙  1894年  下関市立美術館蔵

ビアズリーの作品から着想した
イラスト作品を募集します
テーマ① サロメの「７枚のヴェールの踊
り」／テーマ② 自由（限定なし）から一
つを選び、イラストにしてください。ハ
ガキ（14.8×10.0cm）以上、A3（29.7×
42.0cm）以下の平面作品で、未発表の自

　　　　　　　　作の作品に限ります。
応募は受付期間内〔10月11日（火）～11月17日（木）9:30
～17:00〕に、出品票を添えて美術館に持参もしくは郵送
で。応募の詳細や出品票は、美術館に設置するほかウェブ
サイトにも公開します。

　
２
０
２
２
年
は
イ
ギ
リ
ス
の
挿
絵
画
家
、
オ
ー
ブ
リ
ー
・
ビ
ア
ズ
リ
ー
（
１
８
７
２
┃

１
８
９
８
）
の
生
誕
１
５
０

年
に
当
た
り
ま
す
。
わ
ず
か
25
歳
で
早
世
し
た
た
め
、
画
家
と
し
て
の
活
動
は
実
質
５
年
程
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時

に
１
８
９
０
年
代
が
「
ビ
ア
ズ
リ
ー
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
末
期
の
社
会
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
残
し
ま
し
た
。
代
表
作
で
あ
る
『
サ
ロ
メ
』
の
挿
絵
を
中
心
に
、
耽
美
的
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
な
ど
同
時
代
の
美
術
と
、
西
洋
美
術
の
受
容
期
に
あ
っ
た
日
本
の
画
家
た
ち

の
作
品
・
資
料
か
ら
、
近
代
美
術
史
の
も
う
一
つ
の
側
面
を
読
み
解
き
ま
す
。

参考作品

グ

ロテ
スク
でなければ、

私

は何
者でもない。

If I
 am not grotesque I am nothing.

ジョン・ローゼンステイン
（友人ウイリアム・ローゼンステインの息子）

Introduction to The Exhibition ビアズリーの最もすばらしい才能は、あらゆる影響を
吸収しつつ、自らの個性を維持し、発展させることが
できたことだ。



■造形教室
｢ステンシルで海のいきもののトート
バッグづくり」
2022年７月１８日（月・祝）
　所蔵品展No.158特集「海と美術」
に関連して海の日に実施した本企画
は、冨田一男先生（クラフト作家）に
ご指導いただき一般の部と親子の部
の2回を開催、合わせて39名の方に
ご参加いただきました。大人も子供
も時間を忘れ熱中している様子がと
ても印象的でした。

■夏休みこども造形教室
｢ぴかぴかの泥団子を作ろう」
2022年7月23日(土)・7月24日(日)
　夏休みに入った最初の週末、3歳か
ら小６まで、２日間で40名のこどもた
ちが泥団子づくりに挑戦しました。 原
井輝明先生（宇部フロンティア大学准

報告

「潮流」138号／令和4年10月10日発行
■発行／下関市立美術館　〒752-0986下関市長府黒門東町1-1  TEL.083-245-4131

https://www.city.shimonoseki.lg.jp/site/art/
■印刷／株式会社ナカハラプリンテックス
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2022

2023

下関市立美術館展覧会スケジュール（2022年10月～2023年3月） 休館日会期・展覧会タイトルが変更になる場合があります。

特別展　山水画と風景画のあいだ―真景図の近代―
第16回下関市
芸術文化祭・
美術展展示替え・市美展準備のため休館

展示替えのため休館

年末・年始休館（～1/3）

年始休館
（～1/3）

  施設改修
  のため
  休館
（～3/31）

おしらせ
■一部の図録等の販売価格が改定さ
れました
　8月20日（土）より、美術館の売店に
て取り扱っている図録のうち、 2006
年度までに刊行された40種類及び所蔵
名品選、  所蔵品目録の価格が改定され
ました。経年による劣化等がみられる
ものの、かなりお得に入手できるよう
になりました。  対象書籍及び再設定価
格は、  美術館売店のほか美術館ホーム
ページ内でもお知らせしています。
（在庫がなくなり次第販売終了となり
ますのでご了承ください。）

～2月・3月は施設改修のため休館します～

特別展　ビアズリーの系譜　アールヌーヴォー、日本の近代画家たち

特別展　ビアズリーの系譜　アールヌーヴォー、日本の近代画家たち

裕画会作品展 東亜大学芸術学部・大学院卒業修了制作展 下関市小・中学校冬季造形展

特別展 ビアズリーの系譜第16回
下関市芸術文化祭・美術展 下関市中学校美術部展/絵のはじまりの絵の展覧会

下関市芸文燦めき美術展
/下関市美術協会会員展 山口県書を楽しむ人たち展 フォトサークル下関写真展 八阪昭英個展

下関芸文燦めき
美術展／下関市
美術協会会員展

教授）の指導のもと、午前中に形成、午
後に磨きと着色をして完成という一日
がかりの講座でしたが、みんな最後ま
で目を輝かせて取り組んでいました。
　一つ一つゆっくり丁寧に仕上げる人、
たくさん作る人など形成時でも個性が
発揮されましたが、彩色では様々な色
を取り合わせたり、模様をつけたりと、
柔軟な発想による独創的な泥団子もみ
られました。
　また保護者の皆さまも楽しく参加し
てくださって、和気あいあいとした活
気のある時間でした。

■博物館実習
2022年８月２２日(月)～８月2６日(金)
　学芸員を目指す大学生４名が１週間、
下関市立美術館で実習を受けました。
美術館の運営について学んだり、  美
術館の様々な仕事を体験してもらった
り、  掛軸や巻物の取り扱いを練習し
たり…実習生も美術館職員もめまぐる

しい５日間でした。
　美術館では中学生の職場体験学習や
高校生のインターンシップなども受け
付けています。このような体験を通し
て、より美術館を好きになってもらえ
るよう頑張ってまいりたいと思います。


